
(57)【要約】

【課題】　専用の地震情報表示装置等を設置することな

く、構内電話設備が備える常時接続、停電時動作可能、

可視可聴表示、外線転送、自動応答などの機能を有効に

活用し、利用者へ地震事前情報等を通知する構内電話装

置を提供する。

【解決手段】　ボタン電話主装置に、地震事前情報を受

信する受信手段Ｆ４０と、地震事前情報を受信するとボ

タン電話機が通話中であるかを判定する判定手段Ｆ４１

と、通話中であることを検出すると地震事前情報を通報

する通報手段Ｆ４２と、通報が終了すると当該通話を強

制切断する切断手段Ｆ４３と、判定手段Ｆ４１が通話中

ではないことを検出するとボタン電話機に地震事前情報

を通知する通知手段Ｆ４４と、この通知は予め設定した

ボタン電話機に対して行う手段を備えた。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ 以 上 の 外 線 と 複 数 の 内 線 を 収 容 す る 主 装 置 と 、 前 記 内 線 に 接 続 さ れ る 電 話 機 と か ら な
る 構 内 電 話 装 置 に お い て 、 前 記 主 装 置 に は 緊 急 情 報 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前 記 受 信 手 段
に よ り 緊 急 情 報 を 受 信 す る と 前 記 電 話 機 が 通 話 中 で あ る か を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、 前 記 判
定 手 段 が 通 話 中 で あ る こ と を 検 出 す る と 当 該 通 話 中 の 電 話 機 と そ の 通 話 相 手 と に 緊 急 情 報
を 通 報 す る 通 報 手 段 と 、 当 該 通 報 手 段 に よ る 通 報 が 終 了 す る と 当 該 通 話 を 強 制 切 断 す る 切
断 手 段 と 、 前 記 判 定 手 段 が 通 話 中 で は な い こ と を 検 出 す る と 当 該 電 話 機 に 緊 急 情 報 を 通 知
す る 通 知 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 構 内 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 構 内 電 話 装 置 に お い て 、 前 記 主 装 置 に は 前 記 受 信 手 段 に よ り 緊 急 情 報 を
受 信 す る と 前 記 外 線 を 自 動 応 答 可 能 と し 外 線 着 信 が あ っ た 場 合 は 自 動 応 答 し 音 声 案 内 す る
応 答 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 構 内 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 構 内 電 話 装 置 に お い て 、 前 記 主 装 置 に は 前 記 受 信 手 段 に よ り 緊
急 情 報 を 受 信 す る と 予 め 登 録 さ れ て い る 通 報 先 に 自 動 発 信 し 緊 急 情 報 を 通 報 す る 発 信 手 段
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 構 内 電 話 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 １ 以 上 の 外 線 と 複 数 の 内 線 を 収 容 す る 主 装 置 と 、 前 記 内 線 に 接 続 さ れ る 電 話 機 と か ら な
る 構 内 電 話 装 置 の 緊 急 情 報 通 知 方 法 に お い て 、 前 記 主 装 置 に は 緊 急 情 報 を 受 信 す る 受 信 ス
テ ッ プ と 、 前 記 受 信 ス テ ッ プ に よ り 緊 急 情 報 を 受 信 す る と 前 記 電 話 機 が 通 話 中 で あ る か を
判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と 、 前 記 判 定 ス テ ッ プ が 通 話 中 で あ る こ と を 検 出 す る と 当 該 通 話 中
の 電 話 機 と そ の 通 話 相 手 と に 緊 急 情 報 を 通 報 す る 通 報 ス テ ッ プ と 、 当 該 通 報 ス テ ッ プ に よ
る 通 報 が 終 了 す る と 当 該 通 話 を 強 制 切 断 す る 切 断 ス テ ッ プ と 、 前 記 判 定 ス テ ッ プ が 通 話 中
で は な い こ と を 検 出 す る と 当 該 電 話 機 に 緊 急 情 報 を 通 知 す る 通 知 ス テ ッ プ と を 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 緊 急 情 報 通 知 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 緊 急 情 報 通 知 方 法 に お い て 、 前 記 主 装 置 に は 前 記 受 信 ス テ ッ プ に よ り 緊
急 情 報 を 受 信 す る と 前 記 外 線 を 自 動 応 答 可 能 と し 外 線 着 信 が あ っ た 場 合 は 自 動 応 答 し 音 声
案 内 す る 応 答 ス テ ッ プ と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 緊 急 情 報 通 知 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ ま た は ５ 記 載 の 緊 急 情 報 通 知 方 法 に お い て 、 前 記 主 装 置 に は 前 記 受 信 ス テ ッ プ
に よ り 緊 急 情 報 を 受 信 す る と 予 め 登 録 さ れ て い る 通 報 先 に 自 動 発 信 し 緊 急 情 報 を 通 報 す る
発 信 ス テ ッ プ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 緊 急 情 報 通 知 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 緊 急 地 震 速 報 等 の 緊 急 情 報 を 構 内 電 話 装 置 の 利 用 者 に 通 知 す る と 共 に 、 構 内
電 話 装 置 が 備 え る 機 能 を 有 効 に 利 活 用 し 、 地 震 、 津 波 、 火 災 等 へ の 早 期 警 報 あ る い は 防 災
措 置 を 行 う 緊 急 情 報 通 知 方 法 を 有 す る 構 内 電 話 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 緊 急 地 震 速 報 （ 地 震 発 生 直 後 に 震 源 に 近 い 地 震 観 測 点 で 観 測 さ れ る 初 期 微 動 （
以 下 、 Ｐ 波 と い う ） の 波 形 を 解 析 し 、 数 秒 で 発 表 さ れ る 震 源 情 報 を い う 。 ） が 気 象 庁 か ら
配 信 さ れ 、 配 信 さ れ た デ ー タ に 基 づ き 、 地 震 の 主 要 動 （ 以 下 、 Ｓ 波 と い う ） が 到 達 す る ま
で の 予 測 時 間 、 お よ び 予 測 地 震 強 度 な ど の 地 震 事 前 情 報 （ リ ア ル タ イ ム 地 震 情 報 と も い う
。 ） を 通 知 す る シ ス テ ム が 構 築 さ れ て い る 。 そ し て 、 地 震 事 前 情 報 を 利 用 し 、 色 、 文 字 、
音 声 な ど に よ り 表 示 す る 地 震 情 報 表 示 装 置 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 ま た 、 専 用 の 地 震 情 報 表 示 装 置 を 使 用 す る こ と な く 、 携 帯 端 末 を 利 用 し た 緊 急 地 震 速 報
の 一 斉 伝 達 方 法 お よ び シ ス テ ム が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 専 用 の 地 震 情 報 表 示 装 置 を 設 置 し な け れ ば 地 震 事 前 情 報 の 通 知 を 受 け る こ と が
で き ず 、 携 帯 端 末 を 所 有 し て い て も 電 源 が 入 っ て い る か 、 電 波 が 届 く 範 囲 に 居 な い と （ 近
年 、 他 人 へ の 迷 惑 防 止 や 、 心 臓 ペ ー ス メ ー カ ー 等 の 誤 動 作 防 止 の た め 、 特 定 の 場 所 で は 携
帯 端 末 の 電 源 を 切 る こ と が 常 識 に な っ て い る 。 ま た 、 携 帯 端 末 を 強 制 的 に 使 用 で き な く す
る 措 置 を 講 じ て い る 場 所 も あ る 。 ） 地 震 事 前 情 報 の 通 知 を 受 け る こ と が で き な い と い う 問
題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ ― ２ ２ ７ ０ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ９ ５ ２ ９ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 専 用 の 地 震 情 報 表 示 装 置 等 を 設 置 す る 必 要 が な く 、 携 帯 端 末
を 利 用 し な く と も 構 内 電 話 装 置 が 備 え る 常 時 接 続 、 停 電 時 動 作 可 能 、 可 視 可 聴 表 示 、 外 線
転 送 、 自 動 応 答 な ど の 機 能 を 有 効 に 活 用 し 、 構 内 電 話 装 置 の 利 用 者 へ 地 震 事 前 情 報 等 を 通
知 す る 機 能 を 有 す る 構 内 電 話 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 １ 以 上 の 外 線 と 複 数 の 内 線 を 収 容 す る 主 装 置 と
、 前 記 内 線 に 接 続 さ れ る 電 話 機 と か ら な る 構 内 電 話 装 置 に お い て 、 前 記 主 装 置 に は 緊 急 情
報 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前 記 受 信 手 段 に よ り 緊 急 情 報 を 受 信 す る と 前 記 電 話 機 が 通 話 中
で あ る か を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、 前 記 判 定 手 段 が 通 話 中 で あ る こ と を 検 出 す る と 当 該 通 話
中 の 電 話 機 と そ の 通 話 相 手 と に 緊 急 情 報 を 通 報 す る 通 報 手 段 と 、 当 該 通 報 手 段 に よ る 通 報
が 終 了 す る と 当 該 通 話 を 強 制 切 断 す る 切 断 手 段 と 、 前 記 判 定 手 段 が 通 話 中 で は な い こ と を
検 出 す る と 当 該 電 話 機 に 緊 急 情 報 を 通 知 す る 通 知 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 受 信 手 段 に よ り 緊 急 情 報 を 受 信 す る と 前 記 外 線 を 自 動 応 答 可 能 と
し 外 線 着 信 が あ っ た 場 合 は 自 動 応 答 し 音 声 案 内 す る 応 答 手 段 と を 備 え た 。 さ ら に 、 本 発 明
は 、 前 記 受 信 手 段 に よ り 緊 急 情 報 を 受 信 す る と 予 め 登 録 さ れ て い る 通 報 先 に 自 動 発 信 し 緊
急 情 報 を 通 報 す る 発 信 手 段 を 備 え た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 構 内 電 話 装 置 が 備 え る 機 能 を 有 効 に 活 用 す る こ と に よ り 安 価 な 緊 急 情
報 通 知 装 置 を 構 成 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 地 震 の 際 は 、 Ｓ 波 到 達 前 の 極 め て 短 い 時 間 を
よ り 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る た め 地 震 に よ る 被 害 の 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。 具 体 的
に は 、 通 話 中 の 利 用 者 と そ の 通 話 相 手 に 地 震 事 前 情 報 を 通 報 し 強 制 切 断 す る た め 、 利 用 者
は 避 難 行 動 に 移 れ 、 通 話 相 手 は 地 震 の た め 通 話 が 切 ら れ る こ と を 知 る こ と が で き る た め 非
礼 と は 考 え な い 。 そ し て 、 通 話 中 で は な い 電 話 機 に は 事 前 地 震 情 報 を 通 知 し 、 利 用 者 が 避
難 行 動 へ 移 る 際 の 留 意 点 を 案 内 す る こ と に よ り 冷 静 な 行 動 を 取 る こ と が で き る と 共 に 、 利
用 者 が 避 難 行 動 に 移 っ た と き に 外 線 着 信 が あ る と 構 内 電 話 装 置 が 自 動 応 答 し 留 守 番 電 話 機
能 に よ り 地 震 の た め 電 話 に 応 答 で き な い 旨 を 通 知 す る た め 利 用 者 は 電 話 応 対 を 気 に せ ず 避
難 行 動 に 移 れ る 。 ま た 、 予 め 登 録 さ れ て い る 通 報 先 に 自 動 発 信 し 地 震 事 前 情 報 を 通 報 す る
こ と が で き る た め 、 外 出 先 の 社 員 な ど に も 漏 れ な く 通 報 す る こ と が で き る 。 こ れ ら は 、 商
用 電 源 が 停 電 し た と き に も 構 内 電 話 設 備 の 停 電 時 動 作 機 能 に よ り 所 定 の 時 間 内 は 動 作 可 能
で あ り 、 よ り 有 利 な 効 果 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 緊 急 情 報 と し て 地 震 事 前 情 報 を 例 に 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、
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以 下 の 実 施 形 態 で は 、 構 内 電 話 装 置 の う ち ボ タ ン 電 話 装 置 に 適 用 し た 場 合 を 例 に あ げ 、 ボ
タ ン 電 話 主 装 置 と 該 ボ タ ン 電 話 主 装 置 に 接 続 さ れ た 有 線 式 の ボ タ ン 電 話 機 を 例 に あ げ て 説
明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 構 内 交 換 機 （ Ｐ Ｂ Ｘ ） と 該 Ｐ Ｂ
Ｘ に 接 続 さ れ た 内 線 電 話 機 、 ま た は 、 Ｉ Ｐ （ イ ン タ ー ネ ッ ト ・ プ ロ ト コ ル ） 電 話 装 置 を 構
成 す る サ ー バ ー と 該 サ ー バ ー に 接 続 さ れ た Ｉ Ｐ 電 話 機 等 を 用 い る こ と が で き る （ サ ー バ ー
機 能 を 内 蔵 し た Ｉ Ｐ 電 話 機 と し て も 良 い ） 。 ま た 、 有 線 式 の ボ タ ン 電 話 機 の 代 わ り に 無 線
式 の ボ タ ン 電 話 機 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 概 略 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る ボ タ ン 電
話 装 置 を 構 成 す る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ と 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ の 構 成 概 略 図 で あ る 。 図 ３
は 、 本 発 明 に 係 る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ の 中 央 制 御 部 １ １ と 、 記 憶 部 １ ６ の 機 能 ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ の 中 央 制 御 部 １ １ 内 の 処 理 フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま ず 、 図 １ を 用 い て 本 発 明 に 係 る 概 略 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 説 明 す る 。 緊 急 地 震 速 報 （ Ｐ
波 の 波 形 を 解 析 し 、 数 秒 で 発 表 さ れ る 震 源 情 報 を い う ） が 気 象 庁 １ か ら 配 信 さ れ 、 配 信 さ
れ た デ ー タ に 基 づ き 、 各 地 の 現 時 点 で の Ｓ 波 が 到 達 す る ま で の 予 測 時 間 、 お よ び 予 測 地 震
強 度 な ど の 地 震 事 前 情 報 （ リ ア ル タ イ ム 地 震 情 報 と も い う ） を リ ア ル タ イ ム 地 震 情 報 利 用
協 議 会 等 ２ で 求 め 、 当 該 地 震 事 前 情 報 は イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 業 者 の サ ー バ ー （ プ ロ バ イ ダ
３ ） へ 送 信 さ れ る 。 当 該 地 震 事 前 情 報 は イ ン タ ー ネ ッ ト ４ を 経 由 し て 、 ボ タ ン 電 話 主 装 置
１ ０ に 備 え ら れ た 地 震 事 前 情 報 受 信 回 路 １ ４ が 受 信 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 地 震 事 前 情 報 受 信 回 路 １ ４ で 地 震 事 前 情 報 を 受 信 す る と 、 ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ に 接 続
さ れ た ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ が 通 話 中 で あ る か 否 か の 判 定 を 行 い 、 通 話 中 の 場 合 は 当 該 ボ タ ン
電 話 機 ２ ０ と 外 線 回 路 １ ３ お よ び 電 話 網 ５ を 経 由 し た そ の 通 話 相 手 ６ と に 地 震 事 前 情 報 を
音 声 回 路 １ ６ で 音 声 に 変 換 し て 通 報 す る 。 な お 、 電 話 網 ５ は 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ （ ボ イ ス オ ー バ ー
Ｉ Ｐ ） 技 術 を 用 い て イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 本 実 施 形 態 で は 説 明
を 簡 略 化 す る た め 電 話 網 ５ と し て 独 立 さ せ て い る 。 音 声 に よ る 通 報 が 終 了 す る と 当 該 通 話
中 の ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ と 通 話 相 手 ６ と の 通 話 を 外 線 回 路 １ ３ を 制 御 し て 強 制 切 断 す る 。 前
記 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ が 通 話 中 で は な い 場 合 は 当 該 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ に 地 震 事 前 情 報 を 音 声
回 路 １ ６ で 音 声 に 変 換 し て 通 知 す る 。 こ の 場 合 に お い て は 音 声 通 知 の 他 に 内 線 回 路 １ ５ を
経 由 し て ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ に 備 え ら れ た 可 視 表 示 部 分 に 可 視 情 報 （ 例 え ば 、 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 器
へ 文 字 で 表 示 す る か 、 Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 器 の 色 、 点 滅 周 期 、 等 を 変 え て 表 示 す る ） と し て 通 知 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 地 震 事 前 情 報 を 受 信 す る と 前 記 外 線 回 路 １ ３ を 自 動 応 答 可 能 と し 、 発 呼 者 ７ よ り
電 話 網 ５ を 経 由 し て 外 線 着 信 が あ っ た 場 合 は 自 動 応 答 し 、 音 声 回 路 １ ３ よ り 応 答 で き な い
旨 の 音 声 案 内 を す る 。 こ の 場 合 、 音 声 回 路 １ ３ を 使 用 せ ず ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ に 留 守 番
電 話 機 能 が 備 え ら れ て い る と き は 、 そ の 音 声 案 内 を 利 用 す る こ と も 有 効 で あ る 。 さ ら に 、
地 震 事 前 情 報 を 受 信 す る と 予 め 登 録 さ れ て い る 通 報 先 に 外 線 回 路 １ ３ と 電 話 網 ５ を 経 由 し
て 通 報 先 ８ へ 自 動 発 信 し 地 震 事 前 情 報 を 音 声 回 路 １ ６ で 音 声 に 変 換 し て 通 報 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ を 用 い て ボ タ ン 電 話 装 置 を 構 成 す る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ と 、 ボ タ ン 電 話 機
２ ０ の 構 成 の 概 要 を 説 明 す る 。 ボ タ ン 電 話 装 置 は 、 １ 以 上 の 外 線 お よ び 複 数 の 内 線 を 収 容
す る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ と 、 該 ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ に 接 続 さ れ た 複 数 の ボ タ ン 電 話 機
２ ０ － １ ～ ２ ０ － ｍ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ は 、 少 な く と も 、 中 央 制 御 部 １ １ と 、 通 話 路 １ ２ と 、 １ 以 上 の 外
線 回 路 １ ３ － １ ～ １ ３ － ｎ と 、 地 震 事 前 情 報 受 信 回 路 １ ４ と 、 複 数 の 内 線 回 路 １ ５ － １ ～
１ ５ － ｍ と 、 音 声 回 路 １ ６ と 、 記 憶 部 １ ７ を 有 し て 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 中 央 制 御 部 １ １ は 、 ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ の 各 回 路 か ら の 入 力 情 報 （ ボ タ ン 電 話 機 ２ ０
か ら の 情 報 も 含 む ） に 対 す る 解 析 や 判 断 、 記 憶 部 １ ７ に 対 す る 情 報 の 入 出 力 、 各 回 路 の 制
御 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 通 話 路 １ ２ は 、 ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ 内 の 交 換 処 理 （ 外 線 １ ３ － １ ～ １ ３ － ｎ と 内 線 １
５ － １ ～ １ ５ － ｍ の 接 続 、 音 声 回 路 １ ６ と 外 線 １ ３ － １ ～ １ ３ － ｎ と の 接 続 、 お よ び 内 線
回 路 １ ５ － １ ～ １ ５ － ｍ と の 接 続 、 他 ） を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 外 線 回 路 １ ３ － １ ～ １ ３ － ｎ は 、 外 線 に 接 続 さ れ る イ ン タ フ ェ ー ス 回 路 で あ る 。 な お 、
本 発 明 で 開 示 し て い る 外 線 と は 、 一 般 公 衆 回 線 、 Ｉ Ｐ 電 話 事 業 者 の 回 線 、 専 用 線 、 私 設 線
、 携 帯 電 話 等 の 無 線 使 用 回 線 （ 無 線 ／ 有 線 変 換 ア ダ プ タ 使 用 ） 、 等 も 含 ま れ る 。 ま た 、 本
実 施 形 態 で は 、 一 般 公 衆 回 線 の ア ナ ロ グ 電 話 網 の 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 地 震 事 前 情 報 受 信 回 路 １ ４ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ４ へ 接 続 さ れ 、 プ ロ バ イ ダ ３ よ り 地 震 事
前 情 報 が 配 信 さ れ た と き 、 こ れ を 受 信 す る イ ン タ フ ェ ー ス 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 内 線 回 路 １ ５ － １ ～ １ ５ － ｍ は 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ ～ ２ ０ － ｍ と 音 声 デ ー タ 、 制 御
デ ー タ の 通 信 を 行 う た め の イ ン タ フ ェ ー ス 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 音 声 回 路 １ ６ は 、 地 震 事 前 情 報 を 音 声 に 変 換 す る 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 音 声 回 路 １ ６ の 第 １ の 用 途 は 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ が 通 話 中 の 場 合 、 通 話 路 １ ２ を 経 由 し
、 内 線 回 路 １ ５ と 外 線 回 路 １ ３ へ 、 例 え ば 、 「 緊 急 、 地 震 警 報 発 生 、 強 制 切 断 し ま す 。 」
と 音 声 案 内 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ の 用 途 は 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ が 通 話 中 で は な い 場 合 （ 通 話 中 に 切 断 さ れ た 場 合 も 含
む ） 、 通 話 路 １ ２ 、 お よ び 、 内 線 回 路 １ ５ を 経 由 し て ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ へ 、 例 え ば 、 「 緊
急 、 震 度 ５ 到 達 ま で あ と １ ０ 秒 、 火 を 消 し 、 避 難 。 」 と 音 声 案 内 す る 。 な お 、 こ の 音 声 案
内 は 、 停 止 操 作 が な さ れ る ま で 繰 り 返 す 構 成 と し て い る が 、 １ 回 で 終 了 さ せ て も 良 い 。 ま
た 、 こ の 音 声 案 内 の 内 容 は 、 地 震 の 予 測 強 度 （ 震 度 お よ び 到 達 時 間 ） に よ り 適 宜 変 更 で き
る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ３ の 用 途 は 、 外 線 着 信 が あ っ た 場 合 、 自 動 応 答 し 通 話 路 １ ２ を 経 由 し て 外 線 回 路 １ ３
へ 、 例 え ば 、 「 こ ち ら は ○ ○ ○ で す 。 た だ い ま 地 震 警 報 に よ り 避 難 中 の た め 電 話 に 出 ら れ
ま せ ん 。 」 と 音 声 案 内 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ４ の 用 途 は 、 予 め 登 録 さ れ て い る 通 報 先 に 自 動 発 信 し 、 通 報 先 が 応 答 し た ら 通 話 路 １
２ を 経 由 し て 外 線 回 路 １ ３ へ 、 例 え ば 、 「 緊 急 、 こ ち ら は ○ ○ ○ で す 。 地 震 に よ り 避 難 中
で す 。 」 と 音 声 案 内 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 記 憶 部 １ ７ は 、 通 常 の 記 憶 部 と し て の 働 き の 他 に 、 地 震 事 前 情 報 を 通 報 す る 通 報 先 情 報
が 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ は 、 少 な く と も 、 制 御 部 ２ １ と 、 デ ー タ 送 受 信 回 路 ２ ２ と 、 音
声 処 理 部 ２ ３ と 、 送 受 話 器 ２ ４ と 、 ス ピ ー カ ２ ５ と 、 ダ イ ヤ ル キ ー ２ ６ と 、 外 線 キ ー ２ ７
と 、 機 能 キ ー ２ ８ と 、 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 器 ２ ９ を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 制 御 部 ２ １ は 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ 内 の 各 回 路 か ら の 入 力 情 報 に 対 す る 解 析 や 判 断 、 各 回
路 の 制 御 を 行 う 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 デ ー タ 送 受 信 回 路 ２ ２ は 、 内 線 を 介 し て ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ と 音 声 デ ー タ 、 制 御 デ ー
タ の 通 信 を 行 う た め の イ ン タ フ ェ ー ス 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 音 声 処 理 部 ２ ３ は 、 音 声 の デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 、 ア ナ ロ グ ／ デ ジ タ ル 変 換 と 、 ボ タ
ン 電 話 機 ２ ０ 内 の 送 受 話 器 ２ ４ や ス ピ ー カ ２ ５ 等 と の 通 話 パ ス 切 替 お よ び 音 量 を 制 御 す る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 送 受 話 器 ２ ４ は 、 一 般 的 な 通 話 時 の 送 話 、 受 話 を 行 う た め の ハ ン ド セ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス ピ ー カ ２ ５ は 、 外 線 着 信 音 の 送 出 や 、 ス ピ ー カ に よ る 拡 声 受 話 に 使 用 す る 。 ま た 、 地
震 事 前 情 報 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ダ イ ヤ ル キ ー ２ ６ は 、 電 話 番 号 を 入 力 す る 手 段 で あ り 、 ま た 、 ボ タ ン 電 話 装 置 に お い て
一 般 的 に 用 い ら れ る 各 種 設 定 の 入 力 手 段 と し て も 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 外 線 キ ー ２ ７ は 、 １ 以 上 の 外 線 か ら 使 用 し た い 外 線 を 選 択 す る た め の 複 数 の ボ タ ン で あ
り 、 当 該 ボ タ ン に 対 応 し て 外 線 の 状 態 （ 着 信 中 、 使 用 中 、 保 留 中 、 他 ） を 表 示 す る Ｌ Ｅ Ｄ
表 示 器 （ 表 示 手 段 ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 機 能 キ ー ２ ７ は 、 複 数 備 え ら れ 、 ボ タ ン 電 話 装 置 で 一 般 的 に 使 用 す る “ 保 留 ” ボ タ ン 、
“ 拡 声 受 話 ” ボ タ ン 、 “ 設 定 ” ボ タ ン 等 の 入 力 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 器 ３ ０ は 、 着 信 時 に は 発 信 者 情 報 等 を 表 示 し 、 発 信 時 に は ダ イ ヤ ル し た 番 号
や 通 話 時 間 等 を 表 示 す る 。 ま た 、 地 震 事 前 情 報 の 可 視 表 示 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ の 中 央 制 御 部 １ １ と 、 記 憶 部 １ ７ の 機 能 構 成
を 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ は 、 中 央 制 御 部 １ １ が 、 少 な く と も 、
受 信 手 段 Ｆ ４ ０ と 、 判 定 手 段 Ｆ ４ １ と 、 通 報 手 段 Ｆ ４ ２ と 、 切 断 手 段 Ｆ ４ ３ と 、 通 知 手 段
Ｆ ４ ４ と 、 応 答 手 段 Ｆ ４ ５ と 、 発 信 手 段 Ｆ ４ ６ と 、 外 線 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ７ と 、 通 話 路 制
御 手 段 Ｆ ４ ８ と 、 音 声 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ９ と 、 デ ー タ 送 受 信 手 段 Ｆ ５ ０ と を 有 し 、 記 憶 部
１ ７ に 、 少 な く と も 、 通 報 先 Ｆ ５ １ を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 受 信 手 段 Ｆ ４ ０ は 、 地 震 事 前 情 報 受 信 回 路 １ ４ の 制 御 を 行 い 、 地 震 事 前 情 報 受 信 回 路 １
４ が 地 震 事 前 情 報 を 受 信 し た こ と を 検 出 す る と 、 判 定 手 段 Ｆ ４ １ 、 応 答 手 段 Ｆ ４ ５ 、 お よ
び 発 信 手 段 Ｆ ４ ６ に 通 知 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 判 定 手 段 Ｆ ４ １ は 、 受 信 手 段 Ｆ ４ ０ よ り 通 知 を 受 け る と 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ ～ ２ ０
－ ｍ の 状 態 （ プ ロ グ ラ ム 処 理 上 の 識 別 用 状 態 ） が 通 話 中 か 否 か を 判 定 す る 。 外 線 通 話 中 で
あ っ た 場 合 は 、 通 報 手 段 Ｆ ４ ２ に 通 知 し 、 内 線 相 互 通 話 中 で あ っ た 場 合 は 、 切 断 手 段 Ｆ ４
３ に 通 知 す る 。 ま た 、 通 話 中 で は な か っ た 場 合 は 、 通 知 手 段 Ｆ ４ ４ に 通 知 す る 機 能 を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 通 報 手 段 Ｆ ４ ２ は 、 判 定 手 段 Ｆ ４ ０ よ り 通 知 （ 外 線 通 話 中 ） を 受 け る と 、 当 該 通 話 に 地
震 事 前 情 報 を 通 報 中 か 否 か を 判 定 す る 。 通 報 中 の 場 合 は 、 切 断 手 段 Ｆ ４ ３ に 通 知 し 、 通 報
中 で は な い 場 合 は 、 音 声 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ９ に 音 声 回 路 １ ６ の 第 １ の 用 途 を 起 動 す る こ と
を 指 示 し 、 通 話 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ８ に 、 音 声 回 路 １ ６ の 第 １ の 用 途 と 通 話 中 の ボ タ ン 電 話 機
（ 以 下 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ と す る ） 間 の 通 話 路 接 続 、 お よ び 、 音 声 回 路 １ ６ の 第 １ の
用 途 と 当 該 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ が 通 話 中 の 外 線 回 路 （ 以 下 、 外 線 回 路 １ ３ － １ と す る ）
間 の 通 話 路 接 続 、 な ら び に 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ と 外 線 回 路 １ ３ － １ 間 の 通 話 路 切 断 を
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指 示 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
  ま た 、 通 報 手 段 Ｆ ４ ２ は 、 デ ー タ 送 受 信 手 段 Ｆ ５ ０ に 当 該 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ の Ｌ Ｃ
Ｄ 表 示 器 ２ ９ へ の 可 視 情 報 と し て 、 例 え ば 、 「 地 震 警 報 発 生 、 強 制 切 断 し ま す 。 」 の 情 報
を 送 信 す る こ と を 指 示 す る 機 能 を 有 し て い る 。 さ ら に 、 当 該 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ の 状 態
を 通 報 中 に 設 定 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 切 断 手 段 Ｆ ４ ３ は 、 通 報 手 段 Ｆ ４ ２ よ り 通 知 を 受 け る と 、 音 声 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ９ が 音
声 回 路 １ ６ の 第 １ の 用 途 に よ る 音 声 案 内 の 送 出 が 終 了 し た か 否 か を 判 定 す る 。 当 該 音 声 案
内 の 送 出 が 終 了 し た 場 合 は 、 音 声 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ９ に 音 声 回 路 １ ６ の 第 １ の 用 途 の 停 止
を 指 示 し 、 通 話 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ８ に 音 声 回 路 １ ６ の 第 １ の 用 途 と ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ 間
の 通 話 路 切 断 、 お よ び 、 音 声 回 路 １ ６ の 第 １ の 用 途 と 外 線 回 路 １ ３ － １ 間 の 通 話 路 切 断 を
指 示 す る と 共 に 、 外 線 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ７ へ 外 線 回 路 １ ３ － １ の 復 旧 を 指 示 す る 機 能 と 、
当 該 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ の 状 態 を 通 話 中 で は な い 状 態 （ 通 話 中 設 定 お よ び 通 報 中 設 定 を
解 除 す る ） に す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 切 断 手 段 Ｆ ４ ３ は 、 判 定 手 段 Ｆ ４ １ よ り 通 知 （ 内 線 相 互 通 話 中 ） を 受 け る と 、 通
話 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ８ に 内 線 相 互 通 話 中 の ボ タ ン 電 話 機 （ 以 下 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － ２ と す
る ） と 、 そ の 通 話 先 で あ る ボ タ ン 電 話 機 （ 以 下 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － ３ と す る ） 間 の 通 話
路 切 断 を 指 示 す る と 共 に 、 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － ２ と ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － ３ の 状 態 を 通 話 中
で は な い 状 態 （ 通 話 中 設 定 を 解 除 ） に す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 通 知 手 段 Ｆ ４ ４ は 、 判 定 手 段 Ｆ ４ １ よ り 通 知 （ 通 話 中 で は な い ） を 受 け る と 当 該 ボ タ ン
電 話 機 ２ ０ － １ ～ ２ ０ － ｍ に 事 前 地 震 情 報 を 通 知 中 か 否 か を 判 定 す る 。 通 知 中 で は な い 場
合 は 、 音 声 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ９ に 音 声 回 路 １ ６ の 第 ２ の 用 途 を 起 動 す る こ と を 指 示 し 、 通
話 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ８ に 、 音 声 回 路 １ ６ の 第 ２ の 用 途 と 当 該 ボ タ ン 電 話 機 （ 以 下 、 ボ タ ン 電
話 機 ２ ０ － １ と す る ） 間 の 通 話 路 接 続 を 指 示 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 通 知 手 段 Ｆ ４ ４ は 、 デ ー タ 送 受 信 手 段 Ｆ ５ ０ に 当 該 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ の ス ピ
ー カ ２ ５ を 動 作 可 能 と す る 指 示 と 、 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 器 ２ ９ へ の 可 視 情 報 と し て 、 例 え ば 、 「 震
度 ５ 到 達 ま で あ と １ ０ 秒 、 火 を 消 し 、 避 難 。 」 の 情 報 を 送 信 す る こ と を 指 示 す る 機 能 を 有
し て い る 。 さ ら に 、 当 該 ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ の 状 態 を 通 知 中 に 設 定 す る 機 能 を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 通 知 手 段 Ｆ ４ ４ は 、 受 信 手 段 Ｆ ４ ０ が 受 信 し た 地 震 事 前 情 報 の 内 容 を 分 析 し 、
地 震 の 予 測 強 度 （ 震 度 お よ び 到 達 時 間 ） に よ り 音 声 回 路 １ ６ の 第 ２ の 用 途 の 音 声 案 内 の 内
容 を 適 宜 変 更 す る 機 能 を 有 し て い る 。
Ａ ： 震 度 ５ 以 上 、 到 達 時 間 １ ０ 秒 未 満
　 　 最 大 音 量 で 、 サ イ レ ン 音 を 送 出 。
Ｂ ： 震 度 ５ 以 上 、 到 達 時 間 １ ０ 秒 以 上
　 　 最 大 音 量 で 、 「 緊 急 、 震 度 ５ 到 達 ま で あ と １ ０ 秒 、 火 を 消 し 、 避 難 。 」 を 送 出 。
Ｃ ： 震 度 ３ ～ ４ 、 到 達 時 間 １ ０ 秒 未 満
　 　 最 大 音 量 で 、 「 地 震 警 報 、 火 を 消 す 。 」 を 送 出 。
Ｄ ： 震 度 ３ ～ ４ 、 到 達 時 間 １ ０ 秒 以 上
  　 最 大 音 量 で 、 「 地 震 警 報 、 震 度 ４ 到 達 ま で あ と １ ０ 秒 、 火 を 消 し 、 落 下 物 に 注 意 。 」
を 送 出 。
Ｅ ： 震 度 ３ 以 下
　 　 通 常 音 量 で 、 「 地 震 警 報 、 防 災 訓 練 実 施 中 。 」 を 送 出 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 応 答 手 段 Ｆ ４ ５ は 、 受 信 手 段 Ｆ ４ ０ よ り 通 知 を 受 け る と 、 外 線 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ７ を 監
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視 し 、 外 線 着 信 を 検 出 す る と 音 声 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ９ に 音 声 回 路 １ ６ の 第 ３ の 用 途 を 起 動
す る こ と を 指 示 し 、 通 話 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ８ に 、 音 声 回 路 １ ６ の 第 ３ の 用 途 と 当 該 外 線 回 路
（ 以 下 、 外 線 回 路 １ ３ － ２ と す る ） 間 の 通 話 路 接 続 を 指 示 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 発 信 手 段 Ｆ ４ ６ は 、 受 信 手 段 Ｆ ４ ０ よ り 通 知 を 受 け る と 、 記 憶 部 １ ７ の 通 報 先 Ｆ ５ １ に
通 報 先 が 登 録 さ れ て い る か 否 か を 判 定 し 、 通 報 先 が 登 録 さ れ て い る 場 合 は 、 当 該 通 報 先 よ
り 電 話 番 号 を 取 り 出 し 、 外 線 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ７ に 外 線 発 信 の 指 示 を 行 う 機 能 と 、 当 該 通
報 先 へ の 発 信 後 、 外 線 回 路 制 御 手 段 を 監 視 し 、 当 該 通 報 先 が 応 答 し た こ と を 検 出 す る と 音
声 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ９ に 音 声 回 路 １ ６ の 第 ４ の 用 途 を 起 動 す る こ と を 指 示 し 、 通 話 路 制 御
手 段 Ｆ ４ ８ に 、 音 声 回 路 １ ６ の 第 ４ の 用 途 と 発 信 し た 外 線 回 路 （ 以 下 、 外 線 回 路 １ ３ － ３
と す る ） 間 の 通 話 路 接 続 を 指 示 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 発 信 手 段 Ｆ ４ ６ は 、 記 憶 部 １ ７ の 通 報 先 Ｆ ５ １ に 複 数 の 通 報 先 が 登 録 さ れ て い る
場 合 、 外 線 回 路 １ ３ － １ ～ １ ３ － ｎ の う ち 発 信 可 能 な 回 路 を 選 定 し 、 順 次 外 線 回 路 制 御 手
段 Ｆ ４ ７ に 前 期 外 線 発 信 の 指 示 を 行 う 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 外 線 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ７ は 、 外 線 回 路 １ ３ － １ ～ １ ３ － ｎ に 対 し 外 線 発 信 、 外 線 着 信 の
制 御 を 行 い 、 外 線 発 信 時 に 発 信 先 （ 通 報 先 ） の 応 答 を 検 出 す る と 発 信 手 段 Ｆ ４ ６ に 通 知 し
、 外 線 着 信 を 検 出 す る と 応 答 手 段 Ｆ ４ ５ に 通 知 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 通 話 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ８ は 、 各 手 段 （ Ｆ ４ １ 、 Ｆ ４ ３ ～ Ｆ ４ ６ ） よ り 接 続 ・ 切 断 指 示 を 受
け る と 、 通 話 路 １ ２ を 制 御 し て 通 話 路 の 接 続 、 切 断 を 制 御 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 音 声 回 路 制 御 手 段 Ｆ ４ ９ は 、 各 手 段 （ Ｆ ４ １ ～ Ｆ ４ ６ ） よ り 音 声 回 路 １ ６ の 第 １ ～ 第 ４
の 用 途 の 起 動 、 停 止 指 示 を 受 け る と 、 音 声 回 路 １ ６ を 制 御 し て 音 声 の 送 出 、 停 止 を 制 御 す
る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 デ ー タ 送 受 信 手 段 Ｆ ５ ０ は 、 各 手 段 （ Ｆ ４ ２ ～ Ｆ ４ ４ ） よ り の 指 示 を 受 け 、 内 線 回 路 １
５ － １ ～ １ ５ － ｍ を 経 由 し て ボ タ ン 電 話 機 ２ ０ － １ ～ ２ ０ － ｍ へ ス ピ ー カ ２ ５ の 動 作 、 Ｌ
Ｃ Ｄ 表 示 器 ２ ９ へ の 可 視 情 報 な ど を 送 出 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 記 憶 部 １ ７ の 通 報 先 Ｆ ５ １ は 、 地 震 事 前 情 報 を 通 報 す る 通 報 先 情 報 を 記 憶 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 図 ４ を 用 い て 、 ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ の 中 央 制 御 部 １ １ 内 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト
を 説 明 す る 。 な お 、 図 ４ に お い て 、 各 ス テ ッ プ の 順 番 は 一 例 を 示 す も の で あ り 、 作 用 ・ 効
果 を 変 更 し な い 範 囲 で 任 意 に 入 れ 替 え て も 良 い 。 ま た 、 図 ４ は 、 受 信 手 段 Ｆ ４ ０ が 地 震 事
前 情 報 を 受 信 し た と こ ろ か ら 開 始 し 、 判 定 手 段 Ｆ ４ １ ～ 通 知 手 段 Ｆ ４ ４ ま で の 処 理 を 説 明
し て い る 。 応 答 手 段 Ｆ ４ ５ と 発 信 手 段 Ｆ ４ ６ の 処 理 に つ い て は 、 図 ３ の 説 明 と 重 複 す る の
で 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま ず 、 ボ タ ン 電 話 機 （ 内 線 電 話 機 と も い う ） が 通 話 中 か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ ５ ０ ） 。 通
話 中 （ 外 線 通 話 中 の 場 合 を 示 す 。 内 線 相 互 通 話 中 の 場 合 の 処 理 は 省 略 。 ） の 場 合 （ Ｙ ｅ ｓ
） に は 、 地 震 事 前 情 報 を 通 報 中 か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ ５ １ ） 。 通 報 中 で は な い 場 合 （ Ｎ ｏ
） に は 、 当 該 内 線 電 話 機 と そ の 相 手 先 へ 事 前 地 震 情 報 を 通 報 す る と 共 に 当 該 内 線 電 話 機 の
状 態 に 通 報 中 を 設 定 す る （ Ｓ ５ ２ ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 全 電 話 機 が 通 知 中 に な っ た 否 か を 判 定 す る （ Ｓ ５ ７ ） 。 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト で
は 全 電 話 機 を 対 象 と し て い る が 、 予 め 設 定 し た 電 話 機 が 全 て 通 知 中 に な っ た か 否 か の 判 定
に す る こ と も で き る 。 全 電 話 機 が 通 知 中 で は な い 場 合 （ Ｎ ｏ ） に は 、 次 の 内 線 電 話 機 に 遷
移 し て （ Ｓ ５ ８ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ よ り 順 次 処 理 を 行 う 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ で 全 内 線 電 話 機
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が 通 知 中 の 場 合 （ Ｙ ｅ ｓ ） に は 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ で 、 通 報 中 で あ る 場 合 （ Ｙ ｅ ｓ ） に は 、 通 報 は 終 了 し た か 否 か を 判 定 す
る （ Ｓ ５ ３ ） 。 終 了 し て い な い 場 合 （ Ｎ ｏ ） は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ へ 引 き 継 ぐ 。 終 了 し た 場
合 （ Ｙ ｅ ｓ ） は 、 当 該 内 線 電 話 機 と そ の 相 手 先 と の 通 話 （ 実 際 は 、 音 声 回 路 と 内 線 電 話 機
、 お よ び 音 声 回 路 と 外 線 回 路 に な る 。 ） を 強 制 切 断 し 、 当 該 内 線 電 話 機 の 状 態 を 通 話 中 で
は な い 状 態 （ 通 話 中 設 定 お よ び 通 報 中 設 定 を 解 除 す る ） に 設 定 し （ Ｓ ５ ４ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ
５ ７ へ 引 き 継 ぐ 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ で 、 通 話 中 で は な い 場 合 （ Ｎ ｏ ） は 、 地 震 事 前 情 報 を 通 知 中 か 否 か を 判
定 す る （ Ｓ ５ ５ ） 。 通 知 中 で あ る 場 合 （ Ｙ ｅ ｓ ） に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ へ 引 き 継 ぐ 。 通 知
中 で は な い 場 合 （ Ｎ ｏ ） は 、 当 該 内 線 電 話 機 へ 事 前 地 震 情 報 を 通 知 す る と 共 に 当 該 内 線 電
話 機 の 状 態 に 通 知 中 を 設 定 し （ Ｓ ５ ６ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ へ 引 き 継 ぐ 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 、 緊 急 情 報 と し て 地 震 事 前 情 報 を 例 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な
い 。 例 え ば 、 地 震 に 伴 う 津 波 や 火 災 等 の 警 報 や 、 台 風 、 竜 巻 、 雪 崩 等 に 対 す る 緊 急 避 難 通
報 で も よ い 。 さ ら に は 社 内 （ 店 内 、 学 校 内 、 庁 内 、 等 ） の 防 犯 シ ス テ ム か ら の 不 審 者 や 乱
入 者 に 関 す る 通 報 で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 概 略 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ボ タ ン 電 話 装 置 を 構 成 す る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ と 、 ボ タ ン 電 話 機
２ ０ の 構 成 概 略 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ の 中 央 制 御 部 １ １ と 、 記 憶 部 １ ７ の 機 能 ブ ロ
ッ ク 図
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る ボ タ ン 電 話 主 装 置 １ ０ の 中 央 制 御 部 １ １ 内 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 １ 　 　 　 気 象 庁
　 ２ 　 　 　 リ ア ル タ イ ム 地 震 情 報 利 用 協 議 会 、 等
　 ３ 　 　 　 プ ロ バ イ ダ
　 ４ 　 　 　 イ ン タ ー ネ ッ ト
　 ５ 　 　 　 電 話 網 等
　 ６ 　 　 　 通 話 相 手
　 ７ 　 　 　 発 呼 者
　 ８ 　 　 　 通 報 先
　 １ ０ 　 　 ボ タ ン 電 話 主 装 置
　 １ １ 　 　 中 央 制 御 部
　 １ ２ 　 　 通 話 路
　 １ ３ 　 　 外 線 回 路
　 １ ４ 　 　 地 震 事 前 情 報 受 信 回 路
　 １ ５ 　 　 内 線 回 路
　 １ ６ 　 　 音 声 回 路
　 １ ７ 　 　 記 憶 部
　 ２ ０ 　 　 ボ タ ン 電 話 機
　 ２ １ 　 　 制 御 部
　 ２ ２ 　 　 デ ー タ 送 受 信 回 路
　 ２ ３ 　 　 音 声 処 理 部
　 ２ ４ 　 　 送 受 話 器
　 ２ ５ 　 　 ス ピ ー カ
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　 ２ ６ 　 　 ダ イ ヤ ル キ ー
　 ２ ７ 　 　 外 線 キ ー
　 ２ ８ 　 　 機 能 キ ー
　 ２ ９ 　 　 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 器
　 Ｆ ４ ０ 　 受 信 手 段
　 Ｆ ４ １ 　 判 定 手 段
　 Ｆ ４ ２ 　 通 報 手 段
　 Ｆ ４ ３ 　 切 断 手 段
　 Ｆ ４ ４ 　 通 知 手 段
　 Ｆ ４ ５ 　 応 答 手 段
　 Ｆ ４ ６ 　 発 信 手 段
　 Ｆ ４ ７ 　 外 線 回 路 制 御 手 段
　 Ｆ ４ ８ 　 通 話 路 制 御 手 段
　 Ｆ ４ ９ 　 音 声 回 路 制 御 手 段
　 Ｆ ５ ０ 　 デ ー タ 送 受 信 手 段
　 Ｆ ５ １ 　 通 報 先
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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